
DenchoBox の仕組み

2026-08-22 時点の設計です。DenchoBox は現在 開発中（Shopify App Store 未公開） です。

全体の流れ — 注文が届いてから、調査に出すまで

Shopify

注文が入る

注文が編集される

webhook

保存の判定

はじめて → 保存

同じ → 素通り

日付・金額・取引先・

通貨が変わった → 新しい版

アーカイブ

実体 → Cloudflare R2

索引・ハッシュ → DB

操作の履歴 → 監査ログ

物理削除はしない

帳票の発行

適格請求書・領収書 PDF

取り出し

検索・CSV索引簿・ZIP

発行した書類も、同じアーカイブへ保存されます（交付側の写しの保存義務）

訂正すると、どうなるか

上書きしません。 旧版を残したまま、新しい版を追記します。
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第1版（最初の取込）

SHA-256: a1b2c3…

差し替えられた日時が立つ

金額が変わった
第2版（現行）

SHA-256: d4e5f6…

第1版へのリンクを持つ

訂正削除履歴（監査ログ）

変更前の値 / 変更後の値

誰が / いつ / なぜ

保存・訂正・削除・復元のすべて

物理削除の経路は作っていない

第1版の実体は R2 に残ったままです。「訂正前の版を取り出せる」ことが電帳法の要件だからです。

調査で求められたとき — 探して、まとめて出す

必須3項目で探す（AND）

取引年月日（範囲）

取引金額（範囲）

取引先名（部分一致）

見て確かめる

保存時の形式のままプレビュー

版の連なり（訂正前も）

ハッシュを取り直して改ざん検知

まとめて出す

CSV の索引簿（BOM 付き）

ZIP（索引簿＋実体）

2,000件超は黙って切らずエラー

保存と見読には上限をかけていません。 電子帳簿保存法は全件保存が義務なので、プランの上限で保存を止めると、ストアが気づかないうちに未対応になりま

す。上限がかかるのはまとめて取り出す操作（CSV 索引簿・ZIP）と、新しい帳票を1枚作る操作だけです。

運営: Mumu Labo（佐藤 麻衣）（https://mumulabo.com） / https://denchobox.app
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